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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

都
市
農
業
推
進
事
業

10
月
８
日
（
火
）

東
京
都
国
立
市

　
農
地
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
目
的
は
、
新
鮮

で
安
心
で
き
る
農
産
物
を
提

供
し
、
生
活
環
境
に
潤
い
を

与
え
る
な
ど
多
様
な
役
割
を

果
た
す
は
ず
の
農
地
が
、
宅

地
化
で
減
少
を
続
け
、
農
業
・

農
地
が
果
た
す
べ
き
機
能
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
で
都
市

と
農
業
が
共
生
す
る
事
業
を

24
年
よ
り
３
年
間
実
施
す
る

事
業
計
画
を
作
成
し
た
。

「
事
業
の
内
容
と
課
題
」

　
市
民
参
加
に
よ
る
清
掃
、

草
刈
、
企
画
、
情
報
の
啓
発

を
す
る
。
課
題
に
は
相
続
問

題
、担
い
手
不
足
な
ど
が
あ
る
。

「
目
標
と
将
来
像
」

　
利
益
回
収
、
く
に
た
ち
版

に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進
。

　
東
京
都
は
税
金
を
投
入
し
、

農
家
と
市
民
に
よ
る
自
然
環

境
を
保
護
し
て
い
る
。

川
口
農
業
塾

10
月
９
日
（
水
）

埼
玉
県
川
口
市

　
都
市
化
の
影
響
で
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
な
ど
に
よ
る
農
地
・
農

家
の
人
口
減
少
を
課
題
と
し
、

対
策
と
し
て
市
農
業
の
発
展

と
活
性
化
を
図
り
次
世
代
を

担
う
青
年
や
中
高
齢
者
等
で

将
来
新
規
就
農
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
農
業
技
術
指

導
員
に
よ
る
年
間
基
礎
学
科

講
習
会
お
よ
び
営
農
研
修
会

を
行
い
、
１
人
１
区
画
約
30

坪
を
任
せ
て
野
菜
等
を
育
成

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

各
団
体
の
組
織
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
支
援

す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

10
月
21
日
（
月
）

葛
飾
区
本
田
小
学
校

　
総
務
省
指
定
校
と
し
て
22

年
か
ら
実
証
実
験
開
始
。

　
各
教
室
に
電
子
黒
板
と
教

師
用
パ
ソ
コ
ン
、
児
童
一

人
１
台
ず
つ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
児
童
に
は
表
現
力
、
情
報

活
用
力
、
集
中
力
の
向
上
な

ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。「
共

有
」
と
い
う
点
に
お
い
て
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
優
位
性
が
教
育
現

場
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
３
年
間
の
国
の
事
業
終
了

後
の
自
治
体
予
算
で
の
シ
ス

テ
ム
継
続
は
困
難
で
、
本
町

へ
の
反
映
と
し
て
は
国
の
体

制
整
備
や
民
間
の
開
発
競
争

に
よ
る
導
入
コ
ス
ト
圧
縮
と

町
の
教
育
へ
の
注
力
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
。

買
い
物
弱
者
対
策

　
　

の
だ
元
気
市
場

　
　
　
　

ま
ご
こ
ろ
便

10
月
22
日
（
火
）

千
葉
県
野
田
市

　
高
齢
者
等
の
買
い
物
弱
者

向
け
に
市
街
地
の
拠
点
と
し

て
の
だ
元
気
市
場
を
公
設
民

営
で
24
年
７
月
に
開
設
、
郊

外
へ
の
移
動
販
売
ま
ご
こ
ろ

便
運
行
を
生
協
と
の
協
働
事

業
で
25
年
１
月
に
開
始
。
い

ず
れ
も
利
用
者
に
は
好
評
だ

が
、
当
然
な
が
ら
収
益
性
は

低
く
運
営
費
の
捻
出
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
は
課
題
で
あ
り
、

真
の
買
い
物
弱
者
対
策
を
考

え
た
取
り
組
み
が
必
要
。

　
本
町
で
も
今
後
新
た
な
事

業
で
は
公
益
性
や
受
益
者
負

担
な
ど
十
分
考
慮
し
て
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

地
方
自
治
法
と

　
　

議
会
基
本
条
例

11
月
５
日
（
火
）

東
京
都
千
代
田
区

　
全
国
町
村
議
会
で
「
地
方

公
共
団
体
の
組
織
お
よ
び
運

営
に
関
し
、
そ
の
自
由
度
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
直
接

請
求
の
制
度
に
つ
い
て
、
適

正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
地
方
自
治
法
の
改

正
」
内
容
と
、「
地
方
公
共

団
体
の
議
会
お
よ
び
長
に
よ

る
適
切
な
権
限
の
行
使
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
住
民
自

治
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
議
会
の
招
集
お
よ
び
会

期
、
議
会
と
長
と
の
関
係
、

直
接
請
求
制
度
等
に
つ
い
て

必
要
な
地
方
自
治
法
の
改

正
」
内
容
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
基
本
条
例
に

関
し
、
町
民
と
議
会
と
の
関

係
、
議
会
の
体
制
整
備
、
議

会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
た

留
意
点
な
ど
を
確
認
し
た
。

経
済
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
議
会
改
革

11
月
６
日
（
水
）

神
奈
川
県
寒
川
町

　
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
、
19
年
に
任
意
で
組

織
し
た
「
議
会
改
革
推
進
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
議
会

改
革
に
取
り
組
む
寒
川
町
議

会
を
訪
問
し
た
。

　
議
員
定
数
や
議
会
申
し
合

わ
せ
・
先
例
等
の
見
直
し
、

通
年
議
会
の
導
入
、
委
員
会

審
査
の
充
実
、
一
般
質
問
の

形
態
変
更
、
本
会
議
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継
す
る
な

ど
、
議
会
改
革
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。


